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　今年の 3 月から 10 月にかけて、様々な個人・団体の方からのご寄付がありました。
　特に、下京青少年活動センターで実施しているバレーボールのリーグ戦「S リーグ」からは 25 チームからご寄付をい
ただきました。改めてお礼を申し上げると共に、協会や青少年活動センターの事業に活用させていただきます。

遠藤　保子　様
牛田　順子　様　
和田　寬治　様
LIVE KIDS vol.24　来場者の皆様
LIVE KIDS vol.24　スタッフの皆様

S リーグ　紫野フレンズ様▽ Anncle 様▽エピソード様▽ラブリーズ様▽マーメ
イド様▽ KEWPIE 様▽ Mix 様▽コスモス様▽ A’s 様▽ cherry 様▽ハーブ ‘88 様▽
トリッキー様▽七条幼稚園様▽クローバー様▽えいてぃーず様▽スマイル様▽レ
モンクラブ様▽あかねクラブ様▽一球会様▽キオーラ様▽飛翔様▽リバティ様▽
ENDEAVOR 様▽ WAVE 様▽とーきーず様
しもせいチャレンジ☆キッズ参加の皆様
龍谷大学付属平安高等学校　様

伏見青少年活動センター
チーフユースワーカー　表　美由紀

伏見セン
ターを拠点に

世界チャンピオン誕生 !!

北青少年活動センター　チーフユースワーカー　大熊　晋

野菜づくりをしながら自分づくり。

ご寄付いただきました。

　７月にポルトガルで開催された「ダンスワール
ドカップ 2014」のタップダンスデュオ・トリオ部門で
金メダルを獲得した、姉妹デュオの「華〜 puspa プシュ
パ〜」。
　浄華さん ( 姉 ) は 4 歳、優華さん ( 妹 ) は 3 歳からジャ
ズダンサー吉田千佳子氏に師事。DANCE OFFICE ONE に
通い、様々なジャンルのダンスを学びました。2002 年
に結成し、地域のイベントなどに出ることから始め、他
のイベントに呼ばれるなど、人に観てもらえる機会が
徐々に増えてくる中、浄華さんが中学時代の文化祭のダ
ンス練習がきっかけで伏見青少年活動センターを知り、
優華さんが中学生に

　サポートステーション連携の職業ふれあい事業『野菜
づくりから仕事に近づく〜働きながら、働くことを学
ぶ 15 週間〜』が 7 月末から始まりました。週 3 回の農
作業（左京区岩倉／約 200 坪）と月 1 回程度の研修（コ
ミュニケーションについて考えるグループワーク、調理
実習など）で構成。草刈りから始め、畝づくり、種まき、
育苗、害虫駆除、水やり、収穫、販売までの一連の作業
をすべて体験し、「働く実感や達成感を得る」「規則正
しい生活リズムを身につける」「チャレンジ精神を養う」
ことを目指しており、今期で 3 期目となります。スター

ト時は 3 名だった参加者
も徐々に増え、最終的に
は 22 歳 〜 39 歳 ま で の
男女 7 名で冬野菜（白菜、
大根、赤カブ、菊菜など）
を無農薬で化学肥料を
使わずに育てました。
　最初の 1 カ月は天候

　さる 9 月 21 日、京都市南青少年活動センターへ同育成委員会委員長　松井憲昭さんが、現金 8 万円と図書券（1 万
5 千円）を寄付されました。センターでは、「未来の匠・応援！プロジェクト（仮称）」および、ロビー図書の充実に活
用させていただきます。

なってからは 2 人の練習で利用する
ようになりました。地元という安心感やいろんな人との
出会いが広がる場所として今も日々利用されています。
　そんな２人の近況を聞くと、受賞後はワールドチャン
ピオンという肩書きを背負ってイベントに出ることで
良い意味で自分たちに自信が持てるようになったそう
です。受賞した大会自体はまだマイナーな大会ですが、
世界一というネームバリューは大きく「もっと努力し続
けないと」「堂々としていないと」とより強く思うよう
になったとも。
　今後の目標は、「自分の表現したい世界観を持ってい
るテクニックでどこまで体現できるか、表現の幅を広
げ、オリジナルのジャンルを確立したい。ダンスという
コミュニケーションを通して、観てくれた人たちに感動
を与えることができるダンサーになりたい」と笑顔で話
してくれました。
　10 月に東京で開催されたタップソロバトル「TAPJACK」
にて浄華さんが優勝し初代チャンピオンになりまし
た！ 

不順のため、毎日が水切
り作業の連続でしたが、
粘り強く頑張りました。
お互いにどのように接
するか手探りの部分も
ありましたが、時間を
重ねるうちに、協力し
合うことができたり、
作業の合間に雑談したりする場面が見られるよう
になりました。途中、いろいろとアイデアを出して話し
合い、納得できる方法（合意形成）を考えて進めてきた
ことで、「人前で話すのが苦手」「自分の意見を言う自信
がない」と言っていた参加者も、前向きに発言するよう
になりました。
　自分たちが育てた野菜を「おいしかったよ」「次も楽
しみにしています」と言っていただくことで、この数ヵ
月間の苦労を思い出すと同時に充実感や達成感を味わ
いました。


